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花きのプロモーション方向(サマリ)
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生産者 輸出業者
輸入業者

一般消費者
花屋・花市場

ホームセンター

ガーデンセンター

スーパーマーケット

イベント業者

輸入業者兼植木業者
(一定期間育成可能な農場を保有)

盆栽
専門業者

イベント主催者

設計士・
デザイナー・
造園業者

商流確立の難易度が高い「花き」に関しては、各国でキーとなる輸入業者・卸売業者を特定し、
集中的にプロモーションを行っていくことが必要(各国共通)。

商流が確立した国に関しては、徐々に小売業者や消費者へとプロモーションターゲットを拡大させていく。

盆栽愛好家(個人での輸入)

• 植木は個人庭園利用・
盆栽は個人の趣味での
購入が中心

 植木に関しては、
中国では公園
整備需要も見られ、
市場開拓が必要

• EUでは日本らしさ、
アジアでは縁起物が
好まれる傾向

• ギフト需要や
イベント業者に
よる使用が基本

• アジアでは、店頭販売
からネット販売への
シフトも見られる

輸
入
業
者

卸
売
業
者

一般消費者
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プロモーション方針(植木・盆栽)(1/2)

プロモーション
ターゲット 品目用途

現地流通の
特徴

備考
(競合情報等)

ト
ル
コ

• トルコ・アンタルヤ国際園芸
博覧会において、切り花・
盆栽・ﾌﾗﾜｰｱﾚﾝｼﾞﾒﾝﾄ各部
門で金賞・銀賞を受賞

• トルコ産・EU産よりも商材と
して魅力がある

• 国内需要があるが、イタリ
ア・オランダ経由である

• 2020年のオリンピック時に
造園修景の見本を見せて
売り込む

• トルコ側での放
射能検査が必
要

植木

盆栽

Ｅ
Ｕ

• 輸入業者兼
植木業者
(一定期間育成可
能な農場を保持)

• 個人庭園
(造園業者による
ガーデン設計)

• キンメツゲ

• イヌツゲ

• 伽羅

• 五葉松

• 造園業者による
注文
(手入れ込)

• 歴史を感じさせ
るような品種・日
本の原風景が
好まれている

• 植物検疫の緩
和が必要
(黒松盆栽の輸
出については、
国としてEU向け
の検疫条件設
定に関する取組
を進めている)

検疫上の
課題PRポイント

植木

盆栽
• 輸入業者

• 盆栽専門業者

• 一般消費者に
よる趣味での購
入(富裕層)

• 伽羅、真柏

• 紅葉

• 黒松盆栽
(今は輸出できない
が需要あり)

• 盆栽専門業者
(教室を開きながら
販売)

• ガーデンセンター
(業者から購入し、
消費者に販売)

• “日本的”なイ
メージ

• 若年層を含め、
bonsaiは文化
になっている

• 日本の盆栽は高価であるた
め、専門業者が販売してい
るが、中国のものはガーデン
センター等で入手可能

• 中国産もレベルが上がって
きており、量的には増加

• 2020年のオリンピック時に
造園修景の見本を見せて
売り込む

ロ
シ
ア

• 輸入業者兼
植木業者
(一定期間育成可
能な農場を保持)

• 個人庭園
(造園業者による
ガーデン設計)

• イヌツゲ

• ケヤキ

• 桜

• 植木全般では、
花屋・スーパー
マーケット・ガー
デンセンターが主

• xxx

• 2020年のオリンピック時に
造園修景の見本を見せて
売り込む

• 特になし

植木

盆栽
• 輸入業者

• 盆栽専門業者

• 一般消費者に
よる趣味での購
入(富裕層)

• 盆栽水石が非
常に有名

• xxx • xxx

• 輸入業者兼
植木業者
(一定期間育成可
能な農場を保持)

• 個人庭園
(造園業者による
ガーデン設計)

• キンメツゲ

• イヌツゲ・サツキ

• 伽羅・ケヤキ

• 五葉松

• 造園業者による
注文
(手入れ込)

• 歴史を感じさせ
るような品種が
好まれる

• 輸入業者

• 盆栽専門業者

• 一般消費者に
よる趣味での購
入(富裕層)

• 伽羅、真柏

• 紅葉

• 黒松盆栽
(今は輸出できない
が潜在需要あり)

• 盆栽専門業者
(教室を開きながら
販売している)

• “日本的”なイ
メージ

• 若年層を含め、
bonsaiは文化
になっている

N/A

N/A
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プロモーション方針(植木・盆栽)(2/2)

品目用途
現地流通の

特徴
検疫上の

課題
備考

(競合情報等)

香
港

• xxx • xxx • xxx
• xxx

• xxx

• 盆栽のニーズはあるため、
可能性としては大きい

• 2020年のオリンピック時に
造園修景の見本を見せて
売り込む

• xxx
• 中国に再輸出さ
れている

• xxx • xxx

• 壁面緑化等、
特殊空間緑化
の需要可能性
あり

• 特になし

植木

盆栽

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

• xxx

• 気象的に厳しい

• マンションに住ん
でいる人が多く、
植木を植えられ
る大邸宅はない

• イヌマキ
(可能性あり)

• xxx

• 壁面緑化等、
特殊空間緑化
の需要可能性
あり

• 都会で販売する仕組みが
あると良い

• ワークショップの盆栽体験等
を行っており、普及の段階

• 盆栽のニーズはあるため、
可能性としては大きい

• 2020年のオリンピック時に
造園修景の見本を見せて
売り込む

• 特になし

• 手土産盆栽も
可能

植木

盆栽
• 輸入業者

• 盆栽専門業者

• 一般消費者に
よる趣味での購
入

• xxx • xxx

• bonsaiは若者
を含め、自然に
触れる趣味とし
て流行している

中
国

• 輸入業者兼
植木業者
(一定期間育成可
能な農場を保持)

• 公園整備等
(設計士やデザイナーが
100本単位で使用)

• 邸宅用
(富裕層)

• イヌマキ
(3m以上)

• 常州に植木市
があり、業者が
集まっている

• 縁起物が好まれ
る

• 金が好まれるた
め、「金～」とい
う名称

• 世界的なランドスケープアー
キテクトが集うミーティングで
の情報発信が重要

• 2020年のオリンピック時に
造園修景の見本を見せて
売り込む

• 中国の盆栽は作りが荒いた
め、日本の盆栽の可能性
がある

• 輸入業者

• 盆栽専門業者

• 一般消費者に
よる趣味での購
入(中間層～)

• 石菖
(今年は5,000～
6,000円)

• 盆栽専門業者
(増えている)

• 縁起物が好まれ
る

• 特になし

PRポイント

植木

盆栽

プロモーション
ターゲット

• 香港では高層マンションに住んでいる人が多く、需要は限定的。

 現在輸入されている日本産盆栽のほとんどは中国に再輸出されている見込み

• 今後、壁面緑化等、屋上緑化、特殊空間緑化の需要可能性はあり

• 現地の気象環境及びマンション（HDB）に住んでいる住民が多く、
植木を植えられる大邸宅が少なく、需要は限定的

• 今後、壁面緑化等、屋上緑化、特殊空間緑化の需要可能性はあり

N/A
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プロモーション方針(切り花・鉢物)(1/3)

シンガポール

カナダ

EU

• 現地商流の
キーとなる
卸売業者
(輸入業者)

• 一般消費者によ
るギフト需要

用途

• 現地商流の
キーとなる
卸売業者
(輸入業者)

• イベント業者によ
る請負等の
業務需要
(結婚式・パーティー
等)

• 現地商流の
キーとなる
卸売業者
(輸入業者)

• 一般消費者によ
る家庭需要

• スイートピー/
りんどう

• 大輪のダリア/
グロリオサも
今後期待

• 店頭販売からネット
販売へと遷移
(同等割合)

• ECを活用し、広く
市民に啓蒙すること
が必要

品目
現地流通の

特徴 PRポイント

• スイートピー/
りんどう

• 大輪のダリア/グロリ
オサも今後期待

• 日本産については、
イベント業者を通じ
た購入が主

• 日本にしかない差
別化可能な品種や
質

• りんどう/菊

• 芍薬は可能性あり

• 日本産については、
イベント業者を通じ
た購入が主

• 時期によっては、花
屋にスイートピー等
が並ぶこともある

• りんどうについて、夏
場に涼し気な青い
花は他にない、また、
ボリューム感がある
(りんどうや菊は10日～
2週間程度日持ち)

• 特になし ー

備考
(競合情報等)

検疫上の
課題

• 一般向けにもPRが必
要であるため、フィラデ
ルフィアフラワーショー
に出展
(フィラデルフィアであれば、
カナダからの参加もある)

• 特になし

• オランダの卸・仲卸を
ル利用するルートしか
ないため、日持ちを重
視する

• 生花に対する関心度
が高いため、輸出可
能性は大きい

• 特になし

プロモーション
ターゲット



5©Accenture 2017. All Rights Reserved. 

プロモーション方針(切り花・鉢物)(2/3)

ロシア

米国

トルコ

• 現地商流の
キーとなる
卸売業者
(輸入業者)

• 現地商流の
キーとなる
卸売業者
(輸入業者)

• 現地商流の
キーとなる
卸売業者
(輸入業者)

備考
(競合情報等)

検疫上の
課題

• 特になし • オランダ経由で輸出
している

• 特になし

• 主要都市別にバイ
ヤールートがある

• 一般向けにもPRが
必要であるため、フィ
ラデルフィアフラワー
ショーに出展

• トルコで花が育たな
い季節(冬)に輸入
需要が大きい

• カーネーションはトル
コで大量生産されて
いるため、輸入需要
が小さい

• トルコでは、自宅に
切り花を飾っている
家庭が多い

• トルコ側での
放射能検査
が必要

プロモーション
ターゲット 品目用途

現地流通の
特徴 PRポイント

• イベント業者による
請負等の業務需要
(結婚式・パーティー等)

• 一般消費者による
ギフト需要
(誕生日・結婚祝い・
母の日・バレンタイン・
ウーマンズデー(3月8
日))

• スイートピー/りんどう

• 大輪のダリア/グロリ
オサも今後期待

• バラ・菊の需要が大
きい

• 切り花全般に関して、
花屋・花市場・スー
パーマーケットで販売
されている

• デザイナーはオランダ
のオークションや栽培
所で購入している

• CVETY-RUのような
輸入中間業者が存
在

• デザイナーはイベント
やフォーラムのプレゼ
ンテーションや展示
会で花きの情報を
得る

• 日本産は品揃えを
増やすのに有用とさ
れている

• イベント業者による
請負等の業務需要
(結婚式・パーティー等)

• スイートピー/りんどう

• 大輪のダリア/グロリ
オサも今後期待

• ニューヨーク・シカゴ
に問屋があり、輸入
している

• イベント業者はTEL
やメールで注文を受
けた後、問屋で買
い付けを行う

• 日本にしかない差
別化可能な品種や
質

• イベント業者による
請負等の業務需要
(ビジネス関係のオープ
ニングセレモニー)

• 一般消費者による
ギフト需要
(見舞い、誕生日、結
婚祝い等)

• スイートピー/りんどう

• 大輪のダリア/グロリ
オサも今後期待

• ラナンキュラス・トルコ
ギキョウ・洋ラン・ブ
ルースター

• 切り花全般に関し
て、花屋・花市場・
スーパーマーケット・
ネットショップで販売
されている

• xxx
N/A
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香港
• 店頭販売から
ネット販売へと
遷移(同等)

• ECを活用し、広
く市民に啓蒙す
ることが必要

プロモーション方針(切り花・鉢物)(3/3)

現地流通の
特徴 PRポイント

中国
• 店頭販売から
ネット販売へと
遷移(同等)

• ECを活用し、広
く市民に啓蒙す
ることが必要

• 特になし

• 現地にパートナーが
存在するため、輸出
ルートが確立している

• 毎週輸出している

備考
(競合情報等)

検疫上の
課題

• 特になし
• 検疫により数量が確
保できないため、現
地調達

• 一般消費者によるギフ
ト需要

品目用途

• イベント業者による請
負等の業務需要
(結婚式・パーティー等)

• 一般消費者による
ギフト需要

2月バレンタイン

8月七夕節

8月ｻﾏｰﾊﾞﾚﾝﾀｲﾝ

春節

• スイートピー/りんどう

• 大輪のダリア/グロリオサ
も今後期待

• 2月と8月は通常の
78%増しの価格帯で
流通

• スイートピー/りんどう

• 大輪のダリア/グロリオサ
も今後期待

• 現地商流の
キーとなる
卸売業者
(輸入業者)

• 現地商流の
キーとなる
卸売業者
(輸入業者)

プロモーション
ターゲット
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花きのプロモーションに向けたポイント

• プロモーション活動の効果測定を行い、成果の把握・継続的な改善に繋げる必要がある

 デジタル的な効果測定を含めた「評価指標」を定めることが有効ではないか
(メディア露出・SNSでの拡散における広告効果等)

• アジア圏を中心にネット販売が主流となっていることを踏まえ、花きに関する越境ECのプラットフォー
ムを構築することが販売チャネルとして有効ではないか

 SNSと連携したECサイトの構築・プロモーションが重要

• 現地での商流構築の上でのキーパーソン(卸売業者等)を特定し、強固な関係性構築を目的とし
たプロモーションイベントに注力すべき

 国ごとにキーパーソンは異なるため、関係性が構築された国から、積極的なプロモーション活
動を開始すべき

• 特に植木に関しては、富裕層を対象にした現状の売り方には限界があるため、工法、屋上緑化と
のセット及び嗜好品としての輸出量が多い鯉等と合わせた日本庭園文化としての売り込みが必要

 工法等とセットにした上で、オリンピックを契機に造園修景の見本として売り込むべき


